
 

 

計 画 書 
 

石巻広域都市計画土地区画整理事業の決定 

[東松島市復興整備計画（東松島市決定）] 

 

都市計画野蒜北部丘陵地区被災市街地復興土地区画整理事業を次のように決定する。 

 

名   称 野蒜北部丘陵地区被災市街地復興土地区画整理事業 

面   積 約 91.2 ha 

種別 名  称 

幹線道路 3･4･111 野蒜 1号線 

幹線道路 3･5･112 野蒜 2号線 

これらについては、別に都市計画にお

いて定めるとおりとする。 

道 路 

１ 標準幅員の設定方針 

主として住居系の土地利用を計画していることから、標準幅員は６ｍ

とする。 

２ 配置の方針 

周辺道路網との整合を図りながら、幹線道路を配置し、さらに、幹線

道路を補完するための区画道路（幅員 9ｍ～12ｍ）を配置する。また、JR

仙石線（仮称）新東名駅及び（仮称）新野蒜駅に隣接して駅前広場の整備

を行う。区画道路については、街区構成及び各宅地への交通サービスに留

意しながら適宜配置する。その他、歩行者の安全で快適な歩行空間を確保

するため特殊道路を適正に配置する。 

公園及び緑地 

街区公園を誘致距離等に配慮しながら配置し、地区面積の３％以上かつ計画

人口当たり３㎡以上を確保する。なお、本地区は特別名勝松島に位置づけられ

ていることから、景観に配慮するため、森林法に基づいた緑地を地区外周に確

保するとともに、特に地区南側の既存緑地を事業区域に編入し積極的な緑地保

全に努める。 
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その他の公共施設

上水道は、地区内各戸の需要に対応し、石巻地方広域水道企業団により供給

できるように道路下に給水管を布設し、全戸に供給できるよう計画する。 

雨水排水は、道路側溝により野蒜運河及び松島湾へ放流する。汚水の整備に

ついては、道路計画に併せて管渠を埋設する。 

宅 地 の 整 備 

被災者の速やかな生活基盤の形成のため、東北地方太平洋沖地震による津波

の浸水被害を生じなかった高台地域に住宅の供給を行う。地区の中心に住宅用

地及び公共施設を配置し、また、地区の東西に災害公営住宅を、（仮）新東名

駅周辺に商業施設を配置する。 
 

「施行区域は計画図表示のとおり」 

 

理 由 

本地区は、東松島市復興まちづくり計画において東名運河以南及び東名運河以北の市街地

住民の集団移転先として位置づけられていることから、土地区画整理事業区域約 91.2ha につ

いて都市計画決定を行うものである。 
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